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被災住宅用地申告書

　　年　　月　　日　
　　船橋市長　あて
住所　　　　　　　　　　　　　
申告者　氏名又は名称　　　　　　　　　
個人番号又は法人番号　　　　　
電話番号　　　　　　　　　　　

　地方税法第349条の3の3第1項の規定の適用を受けたいので、船橋市市税条例第74条の2第1項の規定により申告します。

	震災等発生日
原因理由

	1　被災住宅用地

	所有者の住所及び氏名又は名称
	土地の地番
	地積

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	2　上記の土地に存していた家屋

	所有者の住所及び氏名又は名称
	家屋番号

	　
	　

	3　住宅用地として使用することができない理由





第56号様式記入例


被災住宅用地申告書

　〇年　〇月　〇日　
　　船橋市長　あて
住所　　　　船橋市 湊町2-10-25
申告者　氏名又は名称　　　　船　えもん
個人番号又は法人番号　　　　　
電話番号　　　　　047-436-2234

　地方税法第349条の3の3第1項の規定の適用を受けたいので、船橋市市税条例第74条の2第1項の規定により申告します。

	震災等発生日　　　〇年　〇月　〇日
原因理由　　　　　（例）火災

	1　被災住宅用地

	所有者の住所及び氏名又は名称
	土地の地番
	地積

	　船橋市湊町2-10-25　船　えもん
	　船橋市湊町2-2720-15
	　　　　　〇〇㎡

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	2　上記の土地に存していた家屋

	所有者の住所及び氏名又は名称
	家屋番号

	　船橋市湊町2-10-25　船　えもん
	　船橋市湊町2-2720-15　※登記簿参照

	3　住宅用地として使用することができない理由
　　（例）経済的な事情により、再建までに時間がかかるため。



· 
注　意

①被災住宅用地とは、震災等の事由により滅失し、または損壊した家屋の敷地として使用されていた土地で、住宅用地に係る課税標準の特例の適用を受けていたもの。
②被災住宅用地の所有者とは、被災年度の賦課期日（1月1日）において、当該土地の所有者。
③上記土地に存していた家屋及び所有者とは、被災住宅用地の上に、被災年度の賦課期日において存した家屋及び所有者。
